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対
す
る
国
土
の
脆
弱
性
が
露
呈
し
た
。

　
そ
し
て
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
事
故
以
降
、
高
度
経
済
成

長
期
に
大
量
に
建
設
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
問
題

が
社
会
的
な
関
心
事
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
（
ち
な
み
に
筆
者
は
、
発
生
か
ら
数
カ
月
後
に

公
開
さ
れ
た
笹
子
の
事
故
現
場
に
訪
れ
て
い
る
。
崩
落

し
た
天
井
板
が
取
り
除
か
れ
、
ト
ン
ネ
ル
の
補
修
工
事

も
進
ん
だ
状
態
だ
っ
た
が
、
落
下
地
点
の
路
面
に
残
る

ブ
レ
ー
キ
の
痕
跡
は
、
こ
の
事
故
の
無
惨
さ
を
残
し
て

い
た
）。

防
災
・
減
災
、老
朽
化
対
策
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

耐
震
化

　
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
事
故
直
後
に
行
わ
れ
た
衆
院
選
に

伴
い
誕
生
し
た
自
公
連
立
政
権
で
就
任
し
た
太
田
昭
宏

前
国
土
交
通
大
臣
は
、
明
け
た
二
〇
一
三
年
を
「
イ
ン

フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
元
年
」
と
提
唱
し
た
。
所
管
施
設

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
の
構
築
へ
大
号
令
を
か
け
、

政
府
と
し
て
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
の
策
定
を

先
導
し
、
所
管
す
る
法
律
の
改
正
で
道
路
ト
ン
ネ
ル
や

橋
梁
を
五
年
に
一
回
点
検
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
な

ど
の
制
度
も
つ
く
っ
た
。

　
こ
の
十
月
七
日
に
退
任
す
る
ま
で
の
間
、「
防
災
・
減

災
、
老
朽
化
対
策
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
耐
震
化
」
の
必

要
性
を
繰
り
返
し
訴
え
て
き
た
こ
と
も
印
象
深
い
。

　
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
事
故
で
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
代
償

こ
と
に
な
る
。

施
行
令
条
文
を
改
正

　
計
画
策
定
の
根
拠
と
な
る
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画

法
の
施
行
令
に
は
こ
れ
ま
で
、
計
画
期
間
を
「
五
年
を

一
期
と
し
て
定
め
る
」
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
閣

議
決
定
す
る
政
令
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

こ
れ
を
超
え
る
期
間
を
設
定
し
た
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
。

　
そ
こ
で
政
府
は
、
施
行
令
の
条
文
に
あ
っ
た
「
五
年
」

を
「
お
お
む
ね
五
年
」
に
改
め
る
政
令
改
正
を
閣
議
決

定
し
た
。
第
四
次
計
画
が
閣
議
決
定
す
る
前
の
八
月
二 

十
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
二
〇
一
五

年
度
の
途
中
の
九
月
か
ら
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
二
〇
二
〇
年
度
ま
で
を

一
気
通
貫
で
見
通
せ
る
計
画
を
策
定
で
き
る
条
件
を
整

え
た
。

は
小
さ
く
な
い
が
、
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
イ
ン
フ

ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
を
維
持
管
理
す
る
た
め
の

点
検
を
効
率
化
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
開
発
な
ど
が
民

間
レ
ベ
ル
で
加
速
化
し
、
政
府
の
成
長
戦
略
に
も
盛
り

込
ま
れ
た
。

　
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
や
東
日
本
大
震
災
以
降
も
頻
発
す

る
災
害
へ
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
加
速
す
る
少
子
高
齢

化
、
激
化
す
る
世
界
の
都
市
間
競
争
な
ど
も
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
資
本
整
備
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
無
視
で

き
な
い
。
こ
う
し
た
今
日
的
な
課
題
に
率
先
し
て
対
応

し
て
い
く
こ
と
は
待
っ
た
な
し
と
言
え
る
。
第
三
次
計

画
が
終
了
す
る
二
〇
一
五
年
度
末
を
待
っ
て
か
ら
新
し

い
計
画
を
策
定
し
て
い
る
よ
う
で
は
、
事
は
遅
す
ぎ
る

と
の
判
断
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

二
〇
一
六
年
度
予
算
が
試
金
石

　
社
会
資
本
整
備
を
巡
る
状
況
の
変
化
を
受
け
て
ス
タ

ー
ト
し
た
第
四
次
計
画
は
、
単
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
方

向
性
を
示
す
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
場
を
支
え
る
担

い
手
の
確
保
・
育
成
と
、
安
定
的
・
持
続
的
な
公
共
投

資
の
見
通
し
の
必
要
性
を
示
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　
担
い
手
の
確
保
・
育
成
で
は
、
こ
れ
ま
で
国
土
交
通

省
が
建
設
業
界
と
申
し
合
わ
せ
る
形
で
進
め
て
き
た
技

能
労
働
者
の
社
会
保
険
加
入
促
進
策
や
、
若
者
の
建
設

業
へ
の
入
職
意
欲
に
働
き
掛
け
る
戦
略
的
広
報
、
五
年

　
で
は
、
現
行
計
画
の
終
了
を
待
た
ず
に
前
倒
し
、
し

か
も
計
画
期
間
を
変
更
し
て
ま
で
新
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
に
し
た
の
は
何
故
か
。
大
き
な
要
因
は
、
社
会
資

本
整
備
を
巡
る
環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
で
、
そ

れ
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

　
第
三
次
計
画
を
閣
議
決
定
し
た
の
は
、
公
共
事
業
に

対
し
て
厳
し
い
姿
勢
を
取
り
続
け
た
民
主
党
が
政
権
を

担
っ
て
い
た
二
〇
一
二
年
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
前
の
年
の
二
〇
一
一
年
三
月
に
は
、
未
曽
有
の

被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
が
東
北
地
方
を
襲

っ
た
。
そ
し
て
、
計
画
の
閣
議
決
定
か
ら
わ
ず
か
四
カ

月
後
の
二
〇
一
二
年
一
二
月
に
は
、
山
梨
県
の
中
央
自

動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
天
井
板
の
崩

落
事
故
が
発
生
し
た
。

　
安
倍
政
権
が
一
丁
目
一
番
地
の
政
策
と
し
て
被
災
地

復
興
に
取
り
組
む
東
日
本
大
震
災
で
は
、
自
然
災
害
に

で
女
性
技
術
者
・
技
能
者
の
数
を
倍
増
さ
せ
る
行
動
計

画
な
ど
が
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
文
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
建
設
業
の
担
い
手
確
保
・
育
成
が
国
交
省
を
中
心
と

す
る
取
組
み
で
は
な
く
、
政
府
全
体
の
方
針
と
な
っ
た

意
義
は
大
き
い
。
国
交
省
の
あ
る
幹
部
は
、「
担
い
手
確

保
・
育
成
に
大
き
く
関
連
す
る
他
省
庁
の
取
組
み
も
求

め
や
す
く
な
っ
た
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
そ
し
て
過
去
の
公
共
投
資
の
急
激
な
増
減
が
、
不
適

格
業
者
の
参
入
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
多
発
、
人
材
の
離
職

と
い
っ
た
建
設
産
業
の
構
造
的
課
題
を
も
た
ら
し
た
こ

と
の
反
省
に
立
ち
、
安
定
的
・
持
続
的
な
公
共
投
資
の

見
通
し
の
必
要
性
も
提
唱
し
た
。

　
経
済
対
策
の
名
の
下
に
大
型
の
補
正
予
算
が
編
成
さ

れ
た
り
、
逆
に
大
幅
に
予
算
が
縮
小
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
に
建
設
産
業
界
は
翻
弄
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
が

人
材
を
安
定
的
に
確
保
し
よ
う
と
い
う
行
動
に
出
る
こ

と
へ
の
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
産
業
の
安
定
・
持
続
し
た
成

長
を
拒
む
要
因
に
も
な
っ
て
き
た
。

　
安
定
的
で
継
続
す
る
公
共
事
業
予
算
を
編
成
し
て
い

く
根
拠
が
第
四
次
計
画
の
閣
議
決
定
に
よ
っ
て
で
き
あ

が
っ
た
。
試
金
石
と
な
る
の
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き

初
め
て
行
わ
れ
る
二
〇
一
六
年
度
予
算
編
成
だ
。
こ
こ

で
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
上
昇
カ
ー
ブ
を
描
け
る
よ
う
な

公
共
事
業
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
そ
の
後
の
社
会

資
本
整
備
を
占
う
上
で
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に

な
る
。

四
次
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
が
九
月
十
八
日

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。「
加
速
す
る
イ
ン
フ
ラ

老
朽
化
」「
脆
弱
国
土
（
切
迫
す
る
巨
大
地
震
、
激
甚
化

す
る
気
象
災
害
）」「
人
口
減
少
に
伴
う
地
方
の
疲
弊
」

「
激
化
す
る
国
際
競
争
」
と
い
う
社
会
資
本
整
備
が
直

面
す
る
四
つ
の
構
造
的
課
題
を
掲
げ
、
ス
ト
ッ
ク
効
果

の
最
大
化
を
目
指
し
た
戦
略
的
な
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
取
り
組
む
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
示
し
た
。

今
後
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
て
、
具
体
的
な
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
計
画
を

つ
く
る
こ
と
に
な
る
。

　
今
回
の
計
画
の
対
象
期
間
は
、
二
〇
一
五
年
度
か
ら

二
〇
二
〇
年
度
ま
で
の
六
カ
年
。
閣
議
決
定
し
た
九
月

を
実
質
の
ス
タ
ー
ト
と
す
れ
ば
、
五
年
半
の
計
画
と
な

る
。
前
の
第
三
次
計
画
は
、
二
〇
一
二
年
度
か
ら
二
〇 

一
五
年
度
ま
で
の
五
カ
年
で
あ
り
、
こ
の
計
画
の
終
了

を
待
つ
こ
と
な
く
、
新
計
画
が
前
倒
し
で
策
定
さ
れ
た

社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
を
前
倒
し
た
狙
い
は
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